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　 は じめ に

　こ の発表は、色彩の感情表現作贔の 分析結果に よ

る 「快」　 「不快 」 な ど の 感情表 現 の 配色 パ ターン の

基本例を検討した も の で あ る。

　色彩の 感情表現作品 の分析は、すで に 97 、 98

年の 色彩学会 で 発表し た よ う に 昭和33年か ら 昭和47

年か けて の 東京芸術大学 、女子 美術大学 の 学生 に よ

る感情表現作晶 を 対 象と し て、ミ ノル タ社の 2次元

測 色シ ス テムCI− 1040iによ っ て測色 し、 「快」 と

「不快」 2 系列に分 けた作品を分析して、は っ き り

した結果が得 られた。そ の分析結果か ら本発表の 基

本配色パ ター
ン を得た 。

　方法（手続き）

1、感情表現 作品 の 色彩分析 は　、作 品 の 色彩要 素

だ けに注 目して 、形 、構図、またそ の 他 の 要因 を除

外 した、明度、色相 ．彩度の 3属性 の 他 に面積比率

が重要な働 きを果た して い る こ とが見 出 された e 多

色による 「快」 、　 「不快」 な ど の感情 を表現す る場

合 、色 だ け の 範囲で 考え る と、画 面全体 の 使用色 の

3 属性 の 三つ の 要因 は色彩情報 の 特徴 を現わす基 盤

条件 となる。もう
．一
つ 画積比率の 要因が、骨格を与

え 色彩情報 の 意味 バ ラ ン ス を左右するキ ャ ス テ ィ ン

グボー
トを握 っ て い ると い える。言 い かえれば、一．一

つ の 作 品 の 上 に 大面積比 率を持 つ 色 の 特 性 （属性〉

が そ の作品の 基本的な性質とな り、面積比率の 小さ

い 色 の 特性 （属性） は そ の 作品に 対 して ニ ュ ア ン ス

や深み を与え る味つ け の 役割を果た して い る と考え

られ る 。

2 、　「快」 と 「不快」 な どの 感 情表現 の 画面全体の

基本要因 と な る 3 属性の特徴の 分析結果に基づ き、

感情表現の 画 面金体の 面積比 率を 考慮に加え て 、

「快」 、　 「不快」 、　 「喜び」 、　 「怒 り」 の 表現 の 配

色パ タ
ー
ンの 基本特徴を検討 した。

　分析によれ ば、表現する感情 の 種類 によ っ て画面

全体の 3属性色相、明度、彩度の 中に基本的な要因

が あり、そ の 以外の 属性が附随 （副次）的な要因 と

な る。

　 3 属性 に つ い て は、感情表現に対して も っ と も重

要で あ り変化が 許 され る 可能性が 少な い 第
一．
要 因。

変化 の 許容さ れ る第ゴ要 因。も っ と大き な変化 を 与

える こ と の で きる第 三要因が考 え られ る。

　そ の 考えか ら、画面の 基本特徴になる大部分の 色

を中心 に して 、そ の 中の 感情表現の第
一

要因の属性

を不 変の 要 素と仮定 して 、第二 、第三 の 要 因の 変

化 に よる可能性 を考え る こ とが で きる。もち ろ ん、

実際 の 作品 で は小面積色 も感情表 現に対 して 重要 で

あ る が 、それ の 変化 の 可能性に対 する 検 討は 、こ こ

で は省略 して 、もっ とも基本となる色の 骨組み とな

る 組合せ を考え．そ れ を次頁 の 表に 示 した 。

　得られた配色パ ターン

　表に示す配 色パ ターン は、明度、色相、彩度 の 特

徴 に 対 して 、最 小値 か ら最大値 まで高、中、低三 段

を 分 け て 表 わ し て い る 。画 面 上 の 色面積比率 は明確

に 画 面 の基本特徴にな る大面積 の 色と画面 に対 して

影響が小さい 小 面積の 色の 2 部分 に分けて表わ して

い る。

　 「快」 の配色パ タ ーン で は、明 度が第 ・要因 で 、

そ の 特 徴は明 る い こ と に あ る。色 相は第 二 の 要 因

で 、そ の 主な特徴は黄、黄赤、黄緑領域の 色柤で あ

る 。 彩 度は第 三 の 要因 で 、は っ き りした特 徴 はな

か っ たが 、　 「不快 」 の 表現 よ りも高い 傾向が あ る。

第
．一一

要因の 明度を
．．・
定にする場合．第二 の 要因 の色

相、第三 の 要因の 彩度の 変化に よ っ て 、　 「快」 の 表

現の 配色パ タ ン は 21の ケー
ス が考え られた。

　 「不快」 の 配色パ ターン で は、明度が第
一一・

要因

で 、そ の特徴は暗さに ある。色相は第 ．1の 要 因で 、

主な特徴は紫、青、青緑領 域に偏る 。 彩度は第三 の

要因で、は っ き りした特徴はな か っ たが、　 「快1 の

表現よ り低い傾向がある。第
一
要 因 の 明度

一
定の 場

合、eg：一の 要 因 の 色相、第 三 の 要 因 の彩度の 変化 に

よ っ て 、　 「不快」 の 表現の 配色パタ ン は 30ケ
ー

ス が

考 え られた。

　 「喜び 」 の 表現の 配色パ ターン は、色相 が第
一

要

因 で 、そ の 特 徴 は黄赤、黄、をは じめ、青緑 、黄

儚
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緑、紫 な ど、よ り広い領域 の 色相が使われ る こ とに

あ る。彩度 は第
一．
二の 要 因 で 、高 彩度色が特 徴 で あ

る。第三の要因 の明度は広範闘で ある。基本要 因 の

色相 の 特 徴 を
一定にする場合、第 二の 要 因 の 彩度、

第三 要 因明度の 変化を加え ．6ケース の パ タ ン が考

え られた。

　 「怒 り 」 の 表 現の配色パ タ
ーン で は 、色相 と 明度

とが第
一
要 因 で 、そ の 主 な特徴は明度の 低 い赤、黄

赤、青、黒 の 領域 の 色で ある。彩 度 は第二 の 要 因

で、特徴は低彩度で ある こ とで る 。基本要因 の 明度

と色相を一．一定に し た場合、第二 の 要因 の 彩度の変化

を加え、3ケース の パ タ ン が考え られた。
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「快 」 の 感情表現の 配色パ ターン の代表例

大部分 の 大面積 の 色 （画面 の 基本特徴 ） 小 面 積 の 色

番号 基本要因　　　　　第 2要因　　　　　第3要困 （画 画 の 味つ け）
1 ｛ 明度 （高）＋ 黄緑 ＋ 黄 ＋ 赤黄 ＋ 彩度 （高）｝　　 ＋ ｛ 小面積色 ｝
2 ｛ 明度 （高） ＋ 黄緑 ＋ 黄 ＋ 赤黄 ＋ 彩度 （中）｝　　 ＋ ｛ 小 面積色 ｝

3 ｛ 明度 （高） ＋ 黄緑 ＋ 黄 ＋ 赤黄 ＋ 彩度 （低）｝　　 ＋ ｛ 小 面積色 ｝

「不快」 の感情表現の 配色パ タ
ー

ンの 代表例

大 部 分 の大面積 の 色 （画面 の 基本特徽） 小 面積の色
2　 因 3　因 （画 　 の 　 つ け）

正 ｛ 明度 （低）＋ 紫 ＋ 青緑 ＋ 黒灰 ＋ 彩度 （低）｝ ＋ 　　｛ 小 面積色 ｝
2 ｛ 明度 （低）＋ 青 ＋ 青緑 ＋ 黒灰 ＋ 彩度 （中）｝ ＋ 　　｛ 小面積色 ｝
3 ｛ 閣度 （低〉＋ 紫 ＋ 青 ＋ 膏緑 ＋ 黒灰 ＋ 7 度 （低） ｝ ＋　　｛ 小 面積色 ｝

「喜び」 の 感情表現 の配 色 パ ター
ン の 代表例

大部分の 大面積の色 （画面 の 基本特徽） 小 面積の色
番 基　　因 2要因 3　因 （ 面の 　つ け）
1 ｛ 色 （ ＋赤 ＋ ＋ 紫 ＋緑 ＋ 緑 ） ＋ 彩 度 （高） ＋ 明度 （高）｝ ＋ 　　 小　　色　｝
2 ｛ 色 （ ＋ ・ ÷赤＋ 　 ＋緑＋ 　緑） ＋ 　度 （高）＋ 明度 （中）｝ ＋　　 ハ 面　色　｝
3 ｛ 色相 （黄＋ 赤黄＋ 赤＋ 紫 ＋緑＋黄緑） ＋ 彩度 （高）＋ 萌度 （低）｝ ＋ 　 ｛ 小 面積色　｝

「怒 り」 の 感情表現 の 配色パ ターンの 代表例

大部分 の　　　の 色 （画 面 の基　特　） 小面積の 色

基　　因　　　　　　　　 2　因 （画面 の　つ ｝）
1 ｛ 明　 （　 ＋　 緑　＋　 育 ＋　灰 ＋ 彩度 （高） ｝ ＋　　 ｛ 小 面 色
2 ｛ 明度 （低） ＋ 黄緑赤＋ 緑鷺 ＋ 黒灰 ＋ 彩度 （中）｝　　 ＋ ｛ 小 面積色　｝
3 ｛ 明 度 （低）＋ 黄緑赤＋ 緑青 ＋ 黒 灰 ＋ 彩度 （低）｝　　 ＋ ｛ 小面積色　｝
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